
放課後等デイサービス事業者 自己評価 検討結果 

 R6 年度（R6 年３月～R7 年３月）                               事業所名：子どもスポーツスクールするが 

検討日時：R7 年３月 18 日（火曜日） 

 工夫している点 課題 改善目標 

環境・体制整備 ・死角がないように、オープンフロアにしている。支援が隅々まで行き届く。 

・室内改装をし、前年度要望の多かったトイレや駐車場を整備したことで、トイレ

に行きやすい環境づくりができ、保護者の送迎がスムーズとなった。 

・通常級の利用児も多いため、教員経験のある職員に多く勤務してもらい、今ま

での経験を生かして喧嘩などのトラブルなどにも対応している。 

・室内改装の周知。 

・呼び鈴をインターホンにしてほし

い。 

・職員の専門性の周知。 

・運動会開催など室内を見る機会を定期的に設ける。 

・来年度、インターホンの設置を検討する。 

・職員の専門性を保護者に知っていただけるよう、「児

童発達支援管理責任者」等の資格者や、職員の保有▢

一覧等について、職員の個人情報にも注意しながら

HPの会員ページで記載し、周知する。 

業務改善 ・管理者が毎日「今日のテーマ」を決め、それを職員予定表に書き込み、そのテ

ーマ（目標）を意識して療育に取り組んでいる。療育終了後、今日の目標はどう

だったかを話し合い、次に生かしている。 

・毎日「担当場」「担当業務」などを決め、支援に偏りがないようにしている。 

・新規決定した療育方法などの共通理解したいことに関しては、予定表に書く等

して、パート職員も共通理解できるようにしている。 

  

適切な支援の提供 ・運動以外でも、書道・買い物活動・外出活動・イベント開催などで、様々な経験

ができるよう工夫している。季節の行事等も行っている。 

・運動も、固定せずに、楽しい気持ちで様々な運動ができるよう工夫している。ま

た、一人での運動だけでなく、ペアやグループでの運動で、コミュニケーション力

を育てている。 

・近隣の方も呼んだ「するがスポーツ文化芸術祭」、「運動会」、「ランニング」のな

どのイベント開催。 

・イベント等は平日のみの利用者

の参加が難しい。 

・平日に行える外出活動等も検討するとともに、日曜も

イベントを検討していく。 

  



関係機関や保護者

との連携 

・相談支援事業所とのサービス担当者会議に出席している。 

・学校や子ども相談センターなどとの会議が開かれた際には、資料を作り、出席

している。 

・保護者へは、お迎え時や車輌送迎時に、当日の様子を伝えている。 

・保護者から詳しい相談をしたいとのお申し出があった場合には、家族相談支援

などの制度を使い、時間をとって相談を受けている。 

・オンライン保護者会として【インスタライブ】を開催し、保護者同士で悩みを共有

したりアドバイスを書き込んでもらったりしている。 

・「運動会」の開催で、保護者同士が集まる機会を作った。 

・鉄骨階段の騒音問題。 ・鉄骨階段の音対策としてクッションを設置するなどを

検討していく。 

保護者への説明責

任等 

・苦情内容の確認は即日に行い、職員間で共有している。 

・怪我や喧嘩で気持ちの変化の心配がある際は、送迎時に保護者に状況報告

を行っている。更に詳しく伝えたい場合は、LINE で対応をしている。 

・新規利用者については、契約開始時に、利用料金や、放デイの仕組み等につ

いて説明している。特に事業所併用の利用者には、注意点などを具体的に説明

した。 

・緊急対策マニュアルについて、把

握できていないとの意見があった。 

・マニュアルについて、HPの会員ページに載せていつ

でも見ることができるようにしていく。 

非常時の対応 ・避難訓練を療育中に実施した。毎月非常時の対応訓練として、「職員内訓練」

か「避難訓練」を行っている。 

・「外出時避難訓練」を実施している。 

・避難経路図、事故対応マニュアルを作成し、室内に掲示している。 

・焼津市河川課と共に、洪水時の避難計画を作成し、提出している。 

  

 


